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1. Observation & Method
- Herschel : SPIRE, PASC, HIFI
- SOFIA : upGREAT
- APEX : SABOCA

2. Results

・12CO(4→3) ~ CO(14→13) Flux – Jup 図は、3温度で記述。 (50K, 90K, 160K) 
・160Kは、shock/mechanical heating gasのindicator。

▲（右）APEX/SABOCA 350μmマップから、中⼼核のdust emission
サイズを決定。→ r of eclipse ~17.3” x 9.2” 

・�直径40” aperture内のdust emissionを
37K、70K、188Kの３温度でフィット。
それぞれの温度成分をFUVにすると、
G0 = 3.5x105, 8.7x106, 1.2x109 

・Total gas massは、4.5x108 M◉ @500um
Mgas/Md ~ 200

・中⼼核はSN rateおよびγ線観測から、cosmic-rayのenhancementが⽰唆される。
・OH+やH2O+輝線強度も、high-ionization fractionを⽰唆。

◀SPIRE/FTS、▲PACSに
よる分光スペクトル。
（40” beam）

Abstract

- Herschel/SPIRE, PACS, HIFI, SOFIA/upGREAT, APEXでのNGC253の観測。
- SPIREとPACSのスペクトルと測光結果を組み合わせることで、ダストのスペクトルエネルギー分布（SED）を再現。
- 12COラインSEDでNGC253の中⼼核のSEDを再現。
- 分⼦ガスの励起状態は3成分non-LTEのradiative transfer modelで得られる。
- continuumから3温度ダストモデル。
- 中⼼核のCOを説明するためにも３componentsが必要。
- 3番⽬のCO成分（HCN and PACS 12CO lines ）のみ、 shock/mechanical heating で説明可。


